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(1) 動機：従来の歴史地理学における歴史 GIS 研究で 

は，マクロスケールの地域，あるいは土地変化が少

なかった地域が復原対象として取り上げられてきた．

近年，歴史 GIS による過去の都市空間の復原が試

されているなかで，土地変化が大きかった東京地

域に関しては，復原方法の煩雑な作業が課題とさ

れている(渡邉・村山・藤田，2008)．したがって，本

研究では過去の東京地域のなかで日本橋地域を

事例とし，「町」データを作成し空間復原を行った． 

(2) 方法：日本橋地域の同一地理情報を特定するため

には，ベースマップが重要である．一つ目が，「昭和

5 年 帝都復興事業の区画整理と整理後の対象図」

である．日本橋地域は，大正12(1923)年の関東大震

災によって地域のすべてが焼失された．つまり，昭

和 5(1930)年 3 月に終了した「帝都復興事業」の前

後の土地変化が特定できれば，日本橋地域の市区

改正前の土地状況がわかる．二つ目が，五千分の

一の「東京実測全図」である．明治 19(1886）年～明

治 21(1888）年，内務省地理局が作成した実測図で

ある．これは，明治 21(1888)年 8 月に公布された市

区改正条例の以前のものであり，すなわち江戸の姿

がわかる地図である．日本橋地域の現在と昭和期の

地理情報を GIS 上でベースマップを作成した後(図

1)，明治初期の地理情報を重ね合わせることで(図

2)，江戸日本橋地域の復原地図が作成できた．  

(3) 意義：本研究を通じて，GIS 上で江戸日本橋地域

における「町」の特定および復原地図の作成方法

が提示できた．さらに，江戸後期の文献史料である

『江戸買物独案内』と『江戸名物酒飯手引草』に記

載されている社会文化的な指標を可視化すること

で(図 3)，今後，江戸後期の歴史事象に関する多

様な分析や活用ができる． 
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図 1：「昭和 5 年と現在の重ね合わせ(一部掲載)」 

（注：日本橋地域における現在の地理情報と「昭和 5 年

の帝都復興事業の区画整理前と整理御の対象図」から

ポイントコントロールを設定した．） 

 

図 2：「昭和 5 年と現在の重ね合わせ（図 1）」と 
「明治期の市区改正前」の重ね合わせ 

 

図 3：「歴史事象との組み合わせ(一部掲載)」 

（注：『江戸買物独案内』と『江戸名物酒飯手引草』の

日本橋地域の商業活動の記載内容を歴史事象とし

た．）

 


